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リースによる固定資産（メガソーラー発電設備）の取得に関するお知らせ 

 

当社連結子会社である株式会社 GPエナジーの子会社である株式会社 GP エナジー６は、北海道登別市で

建設計画を進めて参りました出力約２メガワット規模の太陽光発電所をリース契約の締結により取得す

ることを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．概要 

当社グループでは再生可能エネルギー固定買取制度が施行されて以来、メガソーラー発電所事業の

拡大を図っており、現在稼働中の千葉県館山市、千葉県袖ヶ浦市及び山口県下関市メガソーラー発電

所においても順調な売電を維持しております。 

今回建設の北海道登別市メガソーラー発電所につきましても、良好な立地条件を有しており、又、 

１kWh あたり 40 円（税抜）で 20 年間売電を行うことができる案件です。さらには、太陽光エネルギ

ーによる発電効率を向上させることが期待できる自動追尾式システムも同敷地内において 12 基設置

する予定であり、当社グループの収益獲得に貢献することが期待されております。 

 尚、本発電所の建設工事を請け負っていただくことになった KCCS モバイルエンジニアリング株式

会社は、環境・エネルギー事業を積極的に展開されている京セラグループであり、公共・産業用太陽

光発電システムの設置施工を日本全国に展開しており、高品質な発電所の建設が迅速かつ確実に進む

ことが予定されております。 

今後も当社グループは、太陽光を初めとした再生可能エネルギーを利用する発電所の建設・運営を

行うことにより、収益性の向上を目指すとともに、自然環境にやさしい再生可能エネルギーの普及促

進、環境負担の低減などの社会貢献を進めてまいります。 

 

２.リースにより賃借する理由 

リーススキームを活用することにより、資金の効率的運用を図るため。 

 

３.リースにより賃借する資産の内容 

名称（仮称） 所在地 
賃借資産の概要 

及びリース料の総額 
取得価額相当額 

北海道登別市 

メガソーラー発電所 
北海道登別市上登別町 

太陽光発電システム一式 

リース料総額 711,000千円 
490,000千円 

 

 

 

 

 



 

４．リース契約先の概要 

（１） 名 称 リコーリース株式会社 

（２） 所 在 地 東京都江東区東雲一丁目 7番 12 号 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名  取締役社長執行役員 瀬川 大介 

（４） 事 業 内 容 リース・割賦事業、金融サービス事業 

（５） 資 本 金 78億 9,686万円 

（６） 設 立 年 月 日 1976年 12月 

（７） 純 資 産 1,476 億円 

（８） 総 資 産 8,821 億円 

（９） 大 株 主 及 び 持 株 比 率 株式会社リコー 52.8％ 

（10）上場会社と当該会社の関係 

資本関係、人的関係はありませんが、リース契約の締結等

の取引関係がございます。詳細は平成 26年 5 月 15日付及

び平成 26年 12 月 12日付開示「リースによる固定資産（ 

メガソーラー発電設備）の取得に関するお知らせ」をご参

照下さい。 

なお、当社の関連当事者には該当しません。 

 

５．リースによる賃借の日程（予定） 

取 締 役 会 決 議 平成 28年 10月 31 日 

契 約 締 結 平成 28年 10月 31 日 

リ ー ス 開 始 日 平成 29年８月（予定） 

 

 

６．北海道登別市メガソーラー発電所の概要 

（１）  所 在 地 登別市上登別町 

（２） 事 業 者 株式会社 GP エナジー６（当社 100％連結会社の子会社） 

（３） Ｅ Ｐ Ｃ 事 業 者 KCCSモバイルエンジニアリング株式会社(京セラグループ) 

（４） 敷 地 面 積 約 72,000㎡ 

（５） 発 電 能 力 約２メガワット 

（６） 売 電 価 格（20年間固定） 40 円/kWh（税抜）  

（７） 売 電 収 入(予定） 約 9,400 万円/年 

（８） 初年度予想発電量（予定） 約 2,350,000kwh 

 

７．今後の見通し 

当期の当社グループの業績に与える影響は軽微でありますが、当該発電所の本格的な稼動は翌期か

らとなり売電後は安定的な収益が見込まれる予定です。 

 

 

 

以  上 

 

 


